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小
堀　

勝
啓

す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集

ま
る「D

ear BEA
TLES

」の

名
古
屋
開
催
に
は
毎
年
出
演

し
、
プ
ロ
に
負
け
じ
と
歌
も

披
露
し
て
い
る
。

　

東
海
の
エ
ン
タ
メ
・
メ

デ
ィ
ア
を
長
年
に
渡
り
、
つ

ぶ
さ
に
見
て
き
た
小
堀
。「
面

白
く
な
け
れ
ば
盛
り
上
が
ら

ず
、
良
け
れ
ば
喜
ぶ
と
い
う

名
古
屋
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反

応
は
、
昔
よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。
こ
こ
で
当
た
る
と
他

で
も
い
け
る
と
思
う
人
も
多

い
の
で
は
」
と
話
す
。
ま
た

「
東
海
に
あ
る
魅
力
的
な
も

の
を
、
も
っ
と
全
国
に
知
ら

せ
た
い
」
と
の
思
い
も
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
「
み
ん

な
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
こ

と
、
出
か
け
た
く
な
る
よ
う

な
こ
と
を
紹
介
・
提
案
し
て

い
き
た
い
し
、
関
わ
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

　

ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル

に
は
「
前
衛
的
な
も
の
や
ア

ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
も
の

な
ど
、
何
で
も
多
彩
に
取
り

上
げ
る
紙
面
を
期
待
し
て
い

る
」
と
エ
ー
ル
。

　

８
月
24
日
に
は
エ
ル
ム
で

音
楽
と
平
和
が
テ
ー
マ
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
企
画
。「
エ
ン

タ
メ
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
、

後
か
ら
し
み
じ
み
と
『
や
っ

ぱ
り
平
和
が
い
い
な
』
と
思

え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

で
活
動
す
る
小
堀
勝
啓
。

　

子
供
の
頃
は
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
か
ら
流
れ
る
映
画
音

楽
、ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
、

歌
謡
曲
な
ど
を
ジ
ャ
ン
ル
に

こ
だ
わ
ら
ず
聴
い
て
い
た
と

い
う
。

　

中
で
も
好
き
だ
っ
た
の
は

ビ
ー
ト
ル
ズ
。「
中
学
生
時
代

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
に
惹
か
れ
、

そ
の
後
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
ハ
マ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
音

楽
を
作
り
、
歌
も
演
奏
も
で

き
る
最
高
の
４
人
だ
っ
た
」

と
話
す
。
今
も
変
わ
ら
ず
大

好
き
で
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
愛

２
０
２
３
年
に
結
成
。劇
場

で
の
公
演
は
初
に
な
る
。

　
「
月
」の
よ
う
に
神
秘
的
な

光
を
放
ち
、「
華
」の
よ
う
に

輝
く
ダ
ン
ス
を
目
指
す
。即

興
か
ら
生
ま
れ
る
突
発
的
な

一
致
と
拡
散
が
、唯
一
無
二

の
魅
力
的
な
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト

を
醸
し
出
す
の
で
あ
る
。

　
「
Ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｓ
」は

１
時
間
ほ
ど
の
長
編
。月
が

様
々
に
変
化
す
る
よ
う
に
、

ダ
ン
ス
も
次
々
と
表
情
を
変

え
る
。「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ

う
な
、趣
向
を
凝
ら
し
た
演

出
も
」と
来
場
を
呼
び
掛
け

る
月
華
だ
。

　

自
由
席
５
５
０
０
円
、中

学
生
以
下
４
８
０
０
円
（
当

日
は
各
５
０
０
円
増
し
）。予

約
、問
い
合
わ
せ
はgekka.d

ance@
gm

ail.com

法
を
取
り
入
れ
た
女
性
３
人

に
よ
る
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
あ
る
。

　
「
月
華
」は
高
校
、大
学
で

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス

を
学
ん
だ
服
部
絵
里
香
と
カ

ジ
ヤ
マ
テ
ル
ヨ
、そ
し
て
ク

ラ
シ
カ
ル
な
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

を
得
意
と
す
る
観
月
紀
栄
が

　

演
劇
の
世
界
に
は
、綿
密

な
脚
本
が
な
く
、ア
バ
ウ
ト

な
筋
だ
け
を
立
て
て
お
き
、

俳
優
同
士
が
稽
古
を
し
な
が

ら
芝
居
を
作
り
上
げ
る
「
口

立
て
芝
居
」と
い
う
手
法
が

あ
る
。

　

８
月
８
日
（
午
後
７
時
）

愛
知
県
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
月
華（
げ
っ
か
）

の
「
Ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｓ
～

輝
き
」は
、口
立
て
芝
居
の
手

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
の
看
板
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
活
躍
し
、フ
リ
ー

と
な
っ
た
現
在
は
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
、司
会
な
ど
多
方
面

　
「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
が
記
念
す
べ
き
第
２
０

０
号
に
到
達
し
ま
し
た
。
２

０
０
８
年
12
月
の「
創
刊
準
備

号
」
以
来
16
年
と
７
カ
月
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
サ
ポ
ー
ト

会
員
、
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
団
体（
個
人
）、
そ
し

て
読
者
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

17
年
３
月
、
第
１
０
０
号

記
念
号
を
制
作
す
る
際
、
ス

タ
ッ
フ
の
一
人
が
「
次
は

２
０
０
号
で
す
ね
」
と
私
に

語
り
掛
け
ま
し
た
。
私
は

「
２
０
０
号
な
ん
て
夢
物
語

だ
よ
」
と
答
え
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
の
夢
物
語

が
現
実
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
た
ち
も
歳
を
重

ね
ま
し
た
。
３
０
０
号
は
夢

の
ま
た
夢
と
し
て
、
こ
の
先

も
２
０
１
号
、
２
０
２
号
…

と
、
気
力
体
力
の
続
く
限
り

　

都
山
流
尺
八
奏
者
、
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間

国
宝
）　　
　

野
村　

峰
山

　

名
古
屋
・
中
部
の
劇
場
か

ら
芸
術
文
化
の
「
今
」
を
伝

え
る
べ
く
発
信
し
、
２
０
０

号
の
発
刊
と
な
る
「
ナ
ゴ
ヤ

発
行
を
続
け
て
行
く
所
存
で

す
。
皆
さ
ん
に
は
一
層
の
ご

支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル

編
集
長　

上
野　

茂

劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」、
心
よ

り
祝
福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
情
報
紙
は
、
若
手
芸

術
家
の
励
み
と
な
り
、
ベ
テ

ラ
ン
芸
術
家
に
と
っ
て
も
更

な
る
高
み
へ
と
、
舞
台
か
ら

の
情
熱
や
出
演
者
の
思
い
の

た
け
を
写
真
や
誠
実
な
内
容

の
記
事
で
発
信
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
の
活
発
な

活
動
に
繋
が
る
よ
う
書
き
続

け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
期
待

大
で
す
。

２
０
０
号
到
達〝
夢
物
語
〟が
実
現

芸
術
文
化
の「
今
」を
伝
え
る
紙
面

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
音
楽

で
紡
ぎ
上
げ
た
二
つ
の
ド
ラ

マ
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
新
た
な

舞
台
芸
術
作
品
が
日
本
初
上

陸
。７
月
26
日
（
午
後
１
時
）

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

で
上
演
さ
れ
る
「
イ
オ
ラ
ン

タ
／
く
る
み
割
り
人
形
」（
ロ

シ
ア
語
上
演
、日
本
語
字
幕
）

で
あ
る
。

　

盲
目
の
王
女
イ
オ
ラ
ン
タ

を
主
人
公
に
し
た
オ
ペ
ラ

「
イ
オ
ラ
ン
タ
」と
、少
女
ク

ラ
ラ
の
夢
物
語
を
描
い
た
バ

レ
エ
「
く
る
み
割
り
人
形
」。

７
月
26
日 

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で
上
演

梶
田　

真
未

大
槻　

孝
志

東京シティ・バレエ団「くるみ割り人形」

「イオランタ／くるみ割り人形」

　

演
出
は
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ

ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
の
芸
術
監

督
ロ
ッ
テ
・
デ
・
ベ
ア
、振
付

は
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
出

身
の
ア
ン
ド
レ
イ
・
カ
イ
ダ

ノ
フ
ス
キ
ー
。日
本
で
は
東

京
二
期
会
と
東
京
シ
テ
ィ
・

バ
レ
エ
団
の
共
演
。愛
知
公

演
は
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

唯一無二のダンスを目指す「月華」

即興から生まれる神秘と光

「月華」初の劇場公演
「Ｌｕｍｉｎｏｕｓ〜輝き」

8月8日 芸術劇場小ホール

「〝素敵〟を提案、紹介したい」と語る小堀

東海エンタメ界の目撃者
地域の魅力を全国に発信

　

盲
目
の
イ
オ
ラ
ン
タ
が
思

い
描
く
空
想
の
世
界
と
し
て

演
じ
ら
れ
る
の
が
「
く
る
み

割
り
人
形
」で
、一
般
的
に
演

じ
ら
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
の
形
態
で
は
な
く
、（
写
真

の
よ
う
な
）大
胆
に
抽
象
化

し
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
作

品
と
し
て
上
演
さ
れ
る
。

　

オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
は
曲
ご

と
に
、交
互
に
上
演
さ
れ
る

が
、音
楽
や
ド
ラ
マ
が
途
切

れ
る
こ
と
は
な
い
。上
演
機

会
の
少
な
い
「
イ
オ
ラ
ン

タ
」、コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
版

「
く
る
み
割
り
人
形
」の
ド
ッ

キ
ン
グ
。オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
、バ

レ
エ
フ
ァ
ン
に
は
見
逃
せ
な

い
公
演
で
あ
る
。

　

全
指
定
席
１
万
５
０
０

０
、１
万
２
０
０
０
、８
０
０

０
、５
０
０
０
、３
０
０
０

円
、学
生
席
２
０
０
０
円
、39

歳
以
下
８
０
０
０
円
（
Ｓ
・

Ａ
席
相
当
）。℡
０
５
２
（
９

７
２
）０
４
３
０
。

ゴ
ー
ニ
ュ
の
騎
士
ヴ
ォ
デ
モ

ン
と
恋
に
落
ち
…
。

　

イ
オ
ラ
ン
タ
を
演
じ
る
の

は
愛
知
県
出
身
の
梶
田
真

未
。２
０
１
８
年「
ア
ル
チ
ー

ナ
」の
タ
イ
チ
ル
ロ
ー
ル
で

東
京
二
期
会
デ
ビ
ュ
ー
。24

年
に
は
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」

の
ヒ
ロ
イ
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ー

ト
を
演
じ
た
。ま
た
愛
知
県

立
芸
術
大
学
で
講
師
を
務
め

る
大
槻
孝
志
も
メ
ー
ン
キ
ャ

ス
ト
で
出
演
す
る
。

ニ
ー
交
響
楽
団
（
指
揮
・
川

瀬
賢
太
郎
）が
管
弦
楽
を
担

当
す
る
。

　
「
イ
オ
ラ
ン
タ
」は
16
世

紀
、南
フ
ラ
ン
ス
の
物
語
。

プ
ロ
バ
ン
ス
の
王
ル
ネ
は
、

生
ま
れ
つ
き
目
の
見
え
な
い

娘
イ
オ
ラ
ン
タ
を
哀
れ
に
思

い
、人
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
城

内
で
大
切
に
育
ん
だ
。イ
オ

ラ
ン
タ
は
自
身
が
盲
目
で
あ

る
こ
と
す
ら
知
ら
ず
に
成
長

し
た
が
、迷
い
込
ん
だ
ブ
ル

感謝を込めて
記念特別号

おかげさまで
第２００号



　

松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団

　
　
　

代
表　

松
岡　

伶
子

「
あ
い
ち
２
０
２
５
」９
月
13
日
開
幕

内
外
の
先
鋭
的
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
を
上
演

い
だ
せ
る
の
か
。

　

③
資
源
や
支
配
、権
力
構

造
の
見
直
し
。連
綿
と
続
く

格
差
や
搾
取
、差
別
の
構
造

と
、植
民
地
支
配
や
帝
国
主

義
の
歴
史
か
ら
、ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
時
代
の
力
の

勾
配
関
係
に
つ
い
て
問
う
。

こ
の
３
つ
を
中
心
と
し
た
観

点
か
ら
、人
間
性
の
回
復
、既

存
の
価
値
観
で
は
見
え
て
こ

な
か
っ
た
物
語
や
身
体
性
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
作
品

を
意
識
し
た
」と
話
し
た
。

か
ら
掘
り
起
こ
し
、３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
考
え
た
。

　

①
人
間
と
自
然
の
関
係
性

の
再
考
。人
間
が
自
然
を
支

配
す
る
の
で
は
な
く
、人
間

の
生
活
や
共
同
体
は
自
然
と

共
に
あ
る
こ
と
を
見
つ
め
直

し
、そ
の
土
地
固
有
の
自
然

や
環
境
と
人
間
の
繋
が
り
を

　

国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
２

０
２
５
」が
、９
月
13
日
～
11

月
30
日
の
79
日
間
に
わ
た
り

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
開
催
さ
れ
る
。テ
ー
マ

は
「
灰
と
薔
薇
（
ば
ら
）の

あ
い
ま
に
」。

　

現
代
美
術
と
共
に
大
き
な

柱
と
な
る
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ー
ツ
（
舞
台
芸
術
）は
、中

村
茜
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
担

当
。愛
知
県
芸
術
劇
場
を
中

心
に
毎
週
末
、国
内
外
の
先

鋭
的
な
作
品
を
上
演
す
る
。

　

５
月
30
日
の
会
見
で
は
、

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
に

参
加
す
る
全
９
組（
国
内
４
、

海
外
５
）を
発
表
。中
村
は

「
フ
ー
ル
・
ア
ル
・
カ
シ
ミ
芸

術
監
督
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
も
と
、芸
術
祭
の
テ
ー
マ

　

９
月
13
～
15
日
＝
ブ
ラ
ッ

ク
・
グ
レ
ー
ス
「Paradise 

Rumour

」、13
・
14
日
＝
バ
ゼ

ル
・
ア
ッ
バ
ス
＆
ル
ア
ン
・

ア
ブ
＝
ラ
ー
メ
（
タ
イ
ト

ル
未
定
）、26
～
28
日
＝
態

変
「BRAIN

」、10
月
３
～
５
・

12
・
13
日
＝
マ
ユ
ン
キ
キ+

「
ク
シ
テ
」、10
～
19
日
＝
オ
ル

太
「Eternal Labor

」、11
月
14

～
16
日
＝
セ
ル
マ
＆
ソ
フ
ィ

ア
ン
・
ウ
ィ
ス
ィ
「Bird

」、22

～
24
日
＝
Ａ
Ｋ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
喜
劇
『
人
類
館
』」、

問
い
直
す
。

　

②
歴
史
や
記
憶
の
中
に
あ

る
戦
争
と
現
在
進
行
形
の
戦

争
。戦
争
は
街
や
生
活
を
荒

廃
さ
せ
、あ
ら
ゆ
る
面
に
大

き
な
傷
を
負
わ
せ
る
。ガ
ザ

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
に
も

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、こ
の

事
実
か
ら
私
た
ち
は
何
を
見

28
～
30
日
＝
フ
ォ
ス
タ
ン
・

リ
ニ
エ
ク
ラ
「M

y body, my 
archive

」、（
上
演
日
調
整
中
）

ク
ォ
ン
・
ビ
ョ
ン
ジ
ュ
ン

「
ゆ
っ
く
り
話
し
て
、そ
う
す

れ
ば
歌
に
な
る
よ
」。

　

名
女
形
と
し
て
人
気
の
歌

舞
伎
役
者
・
坂
東
玉
三
郎（
人

間
国
宝
）が
、９
月
13
日
（
午

後
３
時
）カ
ネ
ヨ
シ
プ
レ
イ

ス
大
ホ
ー
ル
（
愛
知
県
み
よ

し
市
三
好
町
）で
「
お
話
と

素
踊
り
」を
開
く
。

　

前
半
の
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

で
は
、玉
三
郎
が
自
身
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
や
歌
舞
伎
仲
間

と
の
逸
話
、芸
と
美
を
追
求

す
る
姿
勢
を
語
る
。ま
た
来

　

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

の
チ
ケ
ッ
ト
は
７
月
12
日
か

ら
販
売
予
定
。

　

※
日
程
・
会
場
の
詳
細
は

組
織
委
員
会
事
務
局
℡
０
５

２（
９
７
１
）３
１
１
１
。

坂東玉三郎
９月13日 カネヨシ
プレイスに来演！

坂東玉三郎

演
劇
と
ダ
ン
ス
で
地
域
へ
の
思
い
込
め

ダ
ン
サ
ー
倉
知
可
英
が
総
合
演
出

　

瑞
穂
文
化
小
劇
場
が
開
館

10
周
年
を
迎
え
、７
月
25
日

（
午
後
７
時
）、26
日
（
午
後
４

時
）、27
日
（
午
後
２
時
）同
劇

場
で
記
念
公
演「
黄
金
色
の
向

こ
う
に
～
未
来
（
あ
し
た
）の

た
め
の
祭
り
」を
開
催
す
る
。

　

瑞
穂
区
在
住
の
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
倉
知
可

英
が
主
演
、
総
合
演
出
を
務

め
る
祝
祭
イ
ベ
ン
ト
。
共
演

は
和
太
鼓
と
マ
リ
ン
バ
の
ユ

ニ
ッ
ト「
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
」、
ピ

ア
ニ
ス
ト
山
内
敦
子
、
ダ
ン

サ
ー
の
五
代
菜
月
、
五
代
果

凛
、
近
藤
拓
斗
、
俳
優
の
池

田
寮（
少
年
王
者
舘
）、
そ
し

て
倉
知
が
主
宰
す
る「studio 

K.K.nagoya

」
に
所
属
す
る

11
人
と
区
民
公
募
の
ダ
ン

サ
ー
12
人
。 

　

倉
知
は「
区
名
の
由
来
に

な
っ
た『
稲
や
麦
の
穂
』
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
発
芽
―
生

育
―
収
穫
の
喜
び
、地
域
へ

の
感
謝
と
明
日
へ
の
展
望
を

描
き
た
い
」と
構
想
。ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
和
太
鼓
の
響
き
と

繊
細
な
ピ
ア
ノ
の
音
色
、年

齢
や
キ
ャ
リ
ア
の
異
な
る
ダ

ン
サ
ー
た
ち
が
、稲
穂
の
よ

う
な
生
命
力
を
発
散
さ
せ
る

　

１
９
４
５
年
の
終
戦
か
ら

80
年
。日
本
で
は
〝
平
和
〟が

保
た
れ
て
い
る
が
、世
界
の

各
地
で
は
現
在
も
戦
争
が
続

の
で
あ
る
。

　
「
瑞
穂
文
化
小
劇
場
の
立
ち

上
げ
に
は
、瑞
穂
区
に
居
住

し
、ス
タ
ジ
オ
を
立
ち
上
げ
た

私
の
叔
母
（
奥
田
敏
子
）と
父

（
倉
知
八
洲
土
）も
参
加
し
て

い
ま
す
。今
年
は
私
に
と
っ
て

も
舞
踊
活
動
50
年
目
の
節
目

い
て
い
る
―
。

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日

（
①
午
前
11
時
、②
午
後
３

時
）千
種
文
化
小
劇
場
で「
同

に
な
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
瑞
穂
区
に
恩

返
し
し
た
い
」と
意
気
込
む

倉
知
で
あ
る
。

　

日
時
指
定
自
由
席
４
０
０

０
円
。高
校
生
以
下
２
５
０

０
円
。℡
０
５
２
（
８
５
２
）

７
０
０
１
。

場
者
か
ら
事
前
に
募
っ
た
複

数
の
質
問
に
も
答
え
る
。玉

三
郎
の
人
間
味
が
あ
ふ
れ
る

回
答
に
、笑
い
や
拍
手
が
巻

き
起
こ
る
。

　

後
半
は
玉
三
郎
の
代
表
作

で
も
あ
る
地
唄
舞
「
残
月
」

を
素
踊
り
（
カ
ツ
ラ
、衣
装

を
着
け
な
い
）で
踊
る
。峰
崎

匂
当
（
み
ね
ざ
き
・
こ
う
と

う
）が
、早
逝
し
た
弟
子
へ
の

思
い
を
込
め
て
作
曲
し
た
。

月
を
見
て
感
じ
る
虚
し
さ
、

清
々
し
さ
が
静
か
に
胸
に
迫

る
、玉
三
郎
な
ら
で
は
の
名

舞
台
で
あ
る
。

　

全
指
定
、
Ｓ
席
８
０
０
０

円
、Ａ
席
７
０
０
０
円
。18
歳

以
下
３
０
０
０
円
。℡
０
５

６
１（
３
２
）２
０
０
０
、カ

ネ
ヨ
シ
プ
レ
イ
ス
。

ス
）、林
敬
子
（
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
）。

　

演
奏
曲
は
「
イ
マ
ジ
ン
」

（
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
）、蛍
（
桑

田
佳
祐
）、「
パ
リ
は
燃
え
て

い
る
か
」（
加
古
隆
）、「
永
遠

ノ
旋
律
」（
白
樺
八
靑
、菅
原

拓
馬
）ほ
か
。展
開
さ
れ
る

様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
、時
間
と
と
も
に
薄
れ
て

い
く
「
戦
争
の
記
憶
」を
呼

び
起
こ
す
の
で
あ
る
。

　

全
自
由
席
３
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
当

日
は
各
５
０
０
円
増
し
）。

℡
０
９
０
（
４
２
５
７
）

９
１
９
２
。

じ
時
代
（
と
き
）、こ
の
星
に

生
ま
れ
て
。～
八
月
十
五
日

を
忘
れ
な
い
」が
行
わ
れ
る
。

ボ
イ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
白
樺

八
靑
が
「
地
球
上
か
ら
戦
争

が
な
く
な
る
日
を
思
い
描
い

て
」プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
、言

葉
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

朗
読
は
八
靑
と
村
上
信

夫
、そ
し
て
八
靑
が
主
催
す

る
「
こ
と
ば
の
ま
な
び
や
」

の
メ
ン
バ
ー
（
14
人
）。演

奏
は
菅
原
拓
馬
（
ピ
ア
ノ
）、

嶋
田
達
也
（
ギ
タ
ー
）、竹

内
幸
枝
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）、

伊
藤
玉
木
（
コ
ン
ト
ラ
バ

ボイスパフォーマー白樺八靑

ブラック・グレース 「Paradise
Rumour」（Photo Toaki Okano）

セルマ＆ソフィアン・ウィスィ
「Bird」 （Photo Pol Guillard）

フォスタン・リニエクラ 「My body, my 
archive」 （Photo Sarah Imsand）

瑞穂文化小劇場開館10周年記念公演
７月25・26・27日 「黄金色の向こうに～」

山
内　

敦
子

倉
知　

可
英

「ＧＯＮＮＡ」

平
和
を
願
い
８
月
15
日
ち
く
さ
座
で

白
樺
八
靑
が
言
葉
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

国際芸術祭



系
メ
デ
ィ
ア
が
減
少
す
る

中
、
地
域
に
根
差
し
た
情
報

と
レ
ビ
ュ
ー
を
継
続
的
に
届

け
て
こ
ら
れ
た
意
義
は
大
き

く
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

今
後
は
若
手
の
書
き
手
の

育
成
も
ぜ
ひ
視
野
に
入
れ
、

発
信
の
場
を
広
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

意
見
や
感
想
は
千
差
万
別
。

誰
か
の
名
前
や
肩
書
や
経

歴
に
拠
ら
ず
、
と
き
に
厳
し

く
て
も
客
観
的
で
率
直
な
言

葉
こ
そ
、
関
係
者
に
と
っ
て

は
何
よ
り
の
激
励
と
な
り
ま

す
。

　

対
象
へ
の
敬
愛
溢
れ
る
紙

面
を
通
じ
て
名
古
屋
の
人
材

育
成
に
も
寄
与
さ
れ
て
い
る

誇
り
と
と
も
に
、
３
０
０
号

と
い
う
次
の
「
通
過
点
」
に

向
け
て
、
ま
す
ま
す
存
在
感

を
高
め
て
く
だ
さ
い
！

見
聞
録
」
に
て
掲
載
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

当
時
入
り
浸
っ
た
居
酒

屋
の
大
将
に
懇
願
し
、
昼

に
店
を
開
け
て
も
ら
い
一
杯

ひ
っ
か
け
な
が
ら
の
取
材

が
嬉
し
く
懐
か
し
い
。
陰

の
裏
方
に
も
向
け
ら
れ
る
そ

の
厳
し
く
も
温
か
い
眼
差
し

に
毎
号
励
ま
さ
れ
、
今
や
私

た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

大
き
な
支
え
に
も
な
っ
て
い

る
。
２
０
０
号
達
成
に
乾

杯
！

劇
場
に
も
常
備
、
こ
の
度
は

２
０
０
号
！　

ご
立
派
！　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

劇
場
に
行
け
な
く
て
も
、

他
分
野
の
舞
台
を
知
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
頂
く
、
私
た
ち

日
本
舞
踊
の
情
報
、
劇
評
も

載
せ
て
下
さ
る
。「
ナ
ゴ
ヤ

劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
名
古

屋
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
り
ま
し
た
。
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
。

し
た
。

　

大
カ
ン
パ
ニ
ー
に
属
さ
な

い
リ
ー
ト
演
奏
家
に
と
っ

て
、
公
演
の
様
子
を
生
き
生

き
と
伝
え
て
く
だ
さ
る
貴
重

な
存
在
で
す
。
こ
の
地
に
お

け
る
新
参
者
に
と
っ
て
は
、

な
お
の
こ
と
で
す
。

　

２
０
０
号
発
刊
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
境
遇
の
中
で
芸
術
に

身
を
捧
げ
る
人
、
芸
術
を
愛

す
る
人
を
今
後
も
結
び
続
け

て
く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。

載
さ
れ
た
時
の
感
激
は
、そ

の
後
の
活
動
に
大
き
な
力
を

授
け
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

き
っ
と
掲
載
さ
れ
た
記
事

か
ら
一
喜
一
憂
、嬉
し
か
っ

た
り
、書
か
れ
た
記
事
に
、反

発
し
て
涙
し
た
り
、沢
山
の

表
現
者
た
ち
の
思
い
が
錯
綜

し
た
の
で
は
…
。

　

次
な
る
３
０
０
号
に
向

か
っ
て
、現
代
舞
踊
が
「
劇

場
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の
紙
面
に

更
な
る
活
躍
の
ペ
ー
ジ
を
産

み
出
せ
ま
す
よ
う
切
に
願
う

私
で
す
。

　
「
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

２
０
０
号
発
刊
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
芸
術

　

文
化
芸
術
を
通
じ
て
養
う

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
未

来
を
考
え
続
け
る〝
人
間
力
〟

の
豊
か
な
土
壌
で
す
。
明
確

な
指
標
は
な
く
、
個
人
の

　

舞
台
の
裏
方
に
光
を
当
て

た
コ
ー
ナ
ー
を
連
載
す
る
た

め
取
材
を
さ
れ
た
い
と
の
お

申
し
出
。
そ
の
奇
特
さ
に
甚

く
感
銘
し
快
諾
。
２
０
１
０

年
10
月
第
23
号
「
ス
タ
ッ
フ

　

貴
紙
創
刊
の
折
、
ど
ん
な

た
方
が
お
書
き
に
な
る
の
？

読
ん
で
下
さ
る
の
は
？　

と

心
配
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
人
々

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
各

　

あ
ら
ゆ
る
境
遇
の
中
で
中

部
圏
に
住
み
は
じ
め
、
私
の

こ
の
地
で
の
演
奏
活
動
も
11

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

リ
サ
イ
タ
ル
を
中
心
に
記
事

と
し
て
取
り
上
げ
て
頂
き
ま

　

第
２
０
０
号
達
成
！　

本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」の
誕
生
は
、名
古
屋
の
地

に
キ
ラ
リ
と
胸
踊
る
出
来
事

で
し
た
。

　

自
作
品
の
批
評
記
事
が
掲

若
手
筆
者
の
育
成
に
も
期
待

対
象
へ
の
敬
愛
溢
れ
る
紙
面

懐
か
し
い
居
酒
屋
で
の
取
材

紙
面
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
頂
き

演
奏
家
に
と
り
貴
重
な
存
在

記
事
へ
の
反
発
心
も
励
み
に

　

愛
知
県
芸
術
劇
場
常
務
理

事
・
芸
術
監
督

唐
津　

絵
理

　

株
式
会
社
メ
ニ
コ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
ア
シ
ス
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー　
　
　
　

楠
部　

享
子

　

舞
台
音
楽
家
・
舞
台
音
響

家　
　
　

ノ
ノ
ヤ
マ
マ
ナ
コ

　

日
本
舞
踊
五
條
流
理
事

五
條　

園
美

　

声
楽
家
、
岐
阜
大
学
准
教

授
、
名
古
屋
音
楽
大
学
非
常

勤
講
師　
　
　

近
野　

賢
一

　
（
一
社
）
現
代
舞
踊
協
会

中
部
支
部
長　

野
々
村
明
子

舞
台
芸
術
の
鼓
動
鮮
や
か
に

名
古
屋
の
文
化
の
応
援
団
に

ラ
マ
や
感
動
を
活
写
し
、情

報
発
信
を
続
け
て
来
ら
れ
た

こ
と
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。 

　

感
動
の
瞬
間
に
人
間
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
、香
が
緊
張
感

を
和
ら
げ
る
よ
う
に
、ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ン
が
読
者
の
好
奇
心

を
そ
そ
り
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
感
動
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
芸
術
家
の
息
吹

を
力
強
く
発
信
し
、喜
び
と

未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
も

の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

と
で
す
。ナ
ゴ
ヤ
の
文
化
の

応
援
団
を
目
指
し
た
意
気
込

み
に
溢
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で

す
。

　

私
は
こ
の
専
門
紙
が
出

る
ま
で
、演
劇
以
外
の
分
野

を
目
に
す
る
こ
と
は
さ
ほ

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。読

ん
で
い
る
う
ち
に
他
の
分

野
に
目
が
向
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
れ
は
、私
の

演
劇
人
生
に
お
い
て
発
見

す
る
事
も
多
く
影
響
を
受

け
、感
謝
で
す
。

　

ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル

第
２
０
０
号
の
輝
か
し
い
到

達
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

長
き
に
渡
り
舞
台
芸
術
の

鼓
動
を
鮮
や
か
に
描
き
出

し
、表
現
者
の
心
、そ
し
て
ド

　
「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す

ね
。演
劇
、音
楽
、舞
踊
す
べ

て
が
発
信
さ
れ
る
の
が
〝
劇

場
〟。ナ
ゴ
ヤ
に
特
化
し
た
専

門
紙
。毎
月
発
刊
も
凄
い
こ

　

三
代
舞
踊
団　

主
宰

三
代　

真
史

　

俳
優
・「
な
ご
や
芝
居
の

広
場
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

い
の
こ
福
代

感
じ
方
、見
方
の
違
い
知
る

し
、多
く
の
人
々
に
知
ら
せ

る
と
同
時
に
、感
じ
方
、見
方

の
違
い
を
知
り
ま
す
。

　

広
範
囲
な
芸
術
は
、私
の

全
く
知
る
事
の
な
い
世
界
で

活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
知
る

機
会
も
あ
り
ま
す
。記
事
に

よ
っ
て
喜
び
、悲
し
み
、苦
し

み
と
私
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
り
、

奮
い
立
た
せ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
末
永
く
続
く
事
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

第
２
０
０
号
の
発
刊
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

貴
刊
で
は
、こ
の
地
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
理
解

　

松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団

　
　
　

代
表　

松
岡　

伶
子

Office KAN 代表小澤寛

戦戦国国ミミュューージジカカルル覇覇王王シシリリーーズズ
10/31～～11/3
昭昭和和文文化化小小劇劇場場

創業は易く守成は難し
祝200号



制
作
し
ま
し
た
＝
写
真
❹
。

同
会
は
１
９
７
１
年
に
創

立
。翌
年
創
立
記
念
オ
ペ
ラ

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」を
愛
知

県
勤
労
会
館
で
上
演
。念
願

だ
っ
た
「
名
古
屋
人
に
よ
る

名
古
屋
発
の
オ
ペ
ラ
」を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

た
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」で
し
た
。

今
や
両
者
は
日
本
を
代
表
す

る
中
堅
ソ
リ
ス
ト
に
成
長
。

全
国
の
オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。

し
た
「
フ
ァ
ニ
ー
・
ガ
ー
ル
」

に
も
出
演
＝
写
真
❺
。初
の

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
進
出
を
果

た
し
ま
し
た
。

ン
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
た
、嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。岩
井

さ
ん
は
22
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

わ
た
っ
て
書
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

い
る
藤
原
歌
劇
団
公
演
に
初

出
演
し
た
、名
古
屋
芸
術
大

学
出
身
の
笛
田
博
昭
さ
ん

（
テ
ノ
ー
ル
）と
伊
藤
貴
之
さ

ん
（
バ
ス
）＝
写
真
❸
。作
品

は
同
年
２
月
に
愛
知
県
芸
術

劇
場
大
ホ
ー
ル
で
公
演
さ
れ

オ
ペ
ラ
と
い
え
ば
、東
海
地

区
を
代
表
す
る
声
楽
家
集
団

「
名
古
屋
二
期
会
」が
創
立
50

周
年
を
迎
え
、本
紙
で
は
20

年
10
月
号
で
特
集
ペ
ー
ジ
を
　

邦
楽
、日
舞
の
世
界
で
も
、

名
古
屋
の
演
奏
家
、舞
踊
家

に
よ
る
制
作
集
団「
創
の
会
」

（
代
表
・
五
條
園
美
さ
ん
）が

創
設
さ
れ
、20
年
12
月
に
旗

揚
げ
公
演
「
名
古
屋
城
天
守

物
語
」（
脚
本
、演
出
・
伊
豫

田
静
弘
さ
ん
）が
芸
術
創
造

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
派
を
越
え
て
集
ま
っ

た
舞
踊
家
と
俳
優
が
、長
唄
、

常
磐
津
、三
曲
（
箏
、尺
八
、

三
味
線
）の
生
演
奏
で
繰
り

広
げ
る
音
楽
劇
は
多
く
の
観

客
を
動
員
。「
創
の
会
」は
そ

の
後
も
様
々
な
形
態
の
公
演

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

「
創
の
会
」旗
揚
げ

名
古
屋
二
期
会
50
周
年

　

20
年
１
月
号
に
堂
々
た
る

姿
で
登
場
し
た
の
は
、名
古

屋
で
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
て

　

19
年
２
月
号
で
は
、プ
ロ

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
を
目

指
し
単
身
渡
米
し
た
岩
井

麻
純
（
名
古
屋
市
出
身
）さ

ん
が
、念
願
叶
い
「
王
様
と

私
」全
米
ツ
ア
ー
に
ア
ン
サ

藤
原
歌
劇
団
愛
知
公
演

米
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
へ

　

本
紙
が
初
め
て
外
部
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
連
載
記
事

な
ど
の
特
別
紙
面
で
し
た
。

執
筆
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

そ
し
て
写
真
を
ご
提
供
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
、改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
か
ら
は
１
０
１

号
以
降
の
紙
面
を
、
順
を

追
っ
て
振
り
返
り
ま
す
。

を
依
頼
し
た
の
が
19
年
１
月

号
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｍ
ｕ

ｓ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｍ
ｙ　

Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ
」で
し
た
。執
筆
い
た
だ

い
た
の
は
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

　

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
＆
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ

Ｌ　

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｙ
」を

主
宰
す
る
髙
橋
早
霧
さ
ん
。

19
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
「
名
古
屋
市
青
少
年

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」の
、紆
余
曲

折
の
制
作
過
程
を
全
５
回
に

「M
usical M

y Life

」

写真❷＝20年7月　140号

　

そ
の
最
た
る
出
来
事
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
以
下
コ
ロ
ナ
）」で
し

た
。20
年
１
月
に
日
本
で
初

め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

23
年
５
月
に
第
５
類
の
感
染

症
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ま

で
の
３
年
４
カ
月
、社
会
と

人
々
を
恐
怖
と
不
安
の
ど
ん

底
に
陥
れ
た
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
大
き
な
負
担
を

強
い
ら
れ
た
の
が
〝
劇
場
〟

で
し
た
。多
く
の
聴
衆
、観
客

を
動
員
す
る
こ
と
を
最
大
の

目
標
と
す
る
の
が
舞
台
芸

　

こ
こ
で
は
第
１
０
１
号
か

ら
１
９
９
号
ま
で
の
紙
面
を

も
と
に
、名
古
屋
地
区
の
演

劇
、舞
踊
、音
楽
シ
ー
ン
を
振

り
返
り
ま
す
。

術
の
世
界
。と
こ
ろ
が
コ
ロ

ナ
禍
の
社
会
で
は
「
密
閉
・

密
集
・
密
接
」が
Ｎ
Ｇ
と
さ

れ
ま
し
た
。そ
れ
は
劇
場
に

と
っ
て
、ま
た
音
楽
家
、俳

優
、舞
踊
家
、ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
〝
死
刑
宣
告
〟も
同

じ
で
し
た
。

　

劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
発
行

す
る
㈱
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

プ
ロ
も
同
様
で
し
た
。公
演

が
行
わ
れ
な
い
、劇
場
で
配

布
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

我
々
は
幾
度
も
休
刊
を
考
え

ま
し
た
。し
か
し
休
館
は
廃

刊
に
繋
が
り
ま
す
。苦
肉
の

策
で
編
集
し
た
の
が
、舞
台

関
係
者
に
よ
る
随
筆
「
閉
じ

込
め
ら
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
」＝
写
真
❶
、舞
台
写
真

家
に
よ
る
「
紙
上
写
真
展
・

記
憶
に
残
る
名
場
面
」＝
写

真
❷
、あ
る
い
は
「
演
劇
・

音
楽
・
舞
踊
の
公
演
回
顧
」

コ
ロ
ナ
危
機
乗
り
越
え

お
か
げ
さ
ま
で
第
２
０
０
号

誌
面
を
飾
っ
た
人
と
出
来
事

写真❶＝20年6月　139号

写真❸＝20年1月　134号

写真❹＝20年10月　143号

2025.8.30(⼟) 18:30開演(18:00開場)
名古屋市熱⽥⽂化⼩劇場

チケットお申し込みはこちら→

(JR東海道本線「熱⽥駅」下⾞ 徒歩1分)

ナゴヤ劇場ジャーナル
第 号記念号

ご発行おめでとうございます

玉田弘子
モダンダンスグループ
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３
部
門
で
第
１
位
）を
獲
得

し
ま
し
た
＝
写
真
❽
。現
代

舞
踊
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は

木
原
レ
ン
さ
ん
。切
れ
味
鋭

く
、か
つ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

な
ダ
ン
ス
は
圧
巻
で
す
。

て
な
い
斬
新
な
音
楽
シ
ー
ン

を
創
出
し
ま
し
た
。す
で
に

２
回
の
公
演
を
終
え
、今
後

も
さ
ら
に
新
た
な
可
能
性
に

挑
戦
し
ま
す
（
次
回
公
演
は

８
月
16
日
）。

成
。24
年
10
月
17
日
、旗
揚
げ

公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
編
成
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
匹
敵
す
る
迫
力
、オ
ケ
で

は
表
現
で
き
な
い
繊
細
で

シ
ャ
ー
プ
な
演
奏
で
、か
つ

　

全
国
の
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル

で
実
績
を
重
ね
る
「
か
や
の

木
芸
術
舞
踊
学
園
」（
岐
阜
県

中
津
川
市
）が
快
挙
。24
年
３

月
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ

た
「
第
81
回
全
国
舞
踊
コ
ン

ク
ー
ル
」で
初
の
三
冠
（
現

代
舞
踊
、群
舞
、児
童
舞
踊
の

　

俳
優
い
の
こ
福
代
さ
ん
が

主
宰
す
る
「
な
ご
や
芝
居
の

広
場
」が
24
年
10
月
、女
性
４

人
に
よ
る
「
楽
屋
」（
脚
本
・

清
水
邦
夫
、演
出
・
岡
田
一

彦
）を
上
演
。作
品
が
同
年
度

の
「
名
古
屋
市
民
芸
術
祭
特

別
賞
」、出
演
者
の
い
の
こ
さ

ん
が
「
名
古
屋
演
劇
記
者
ク

ラ
ブ
賞
」、同
じ
く
出
演
者
の

堀
優
子
さ
ん
が
「
名
古
屋
女

性
演
劇
賞
」を
受
賞
し
、地
元

演
劇
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
ま
し
た
。「
な
ご
や
芝
居
の

広
場
」は
17
年
に
発
足
。以
来

11
作
品
を
上
演
し
、名
古
屋

の
演
劇
フ
ァ
ン
の
熱
い
支
持

を
得
て
い
ま
す
。

（
ま
と
め
・
上
野
茂
）

い
の
こ
福
代
さ
ん
奮
闘

木
原
レ
ン
さ
ん
頂
点
に

　

地
元
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど

で
活
躍
す
る
男
性
弦
楽
奏
者

17
人
が
、楽
団
の
枠
を
超
え

「
ユ
ニ
オ
ン
無
頼
派
」を
結

「
ユ
ニ
オ
ン
無
頼
派
」結
成

市
総
合
体
育
館
で
５
年
に
１

度
開
催
さ
れ
る
和
太
鼓
の
祭

典
「
西
尾
千
人
太
鼓
」の
総

監
督
を
務
め
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
太
鼓
打
ち
１
０
０
０

人
と
共
に
壮
大
な
演
奏
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

ご
活
躍
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、改
め
て
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

　

西
尾
市
在
住
の
和
太
鼓
奏

者
・
山
田
純
平
さ
ん
が
23
年

11
月
、名
古
屋
の
東
別
院
本

堂
（
４
５
０
畳
・
５
０
０
席
）

を
舞
台
に
、僧
侶
の
声
明
を

融
合
さ
せ
た
荘
厳
か
つ
幻
想

的
な
ス
テ
ー
ジ
を
実
現
。ま

た
翌
24
年
３
月
に
は
、西
尾

和
太
鼓
・
山
田
純
平
さ
ん

に
新
劇
場
「
メ
ニ
コ
ン
シ
ア

タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ
」が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
＝
写
真
❼
。ひ
な
壇
式

の
見
や
す
い
客
席
（
３
０
１

席
）、最
新
の
音
響
、照
明
設
備

は
、北
側
に
隣
接
す
る
「
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
」（
１
１
０

席
）と
合
わ
せ
、新
た
な
芸
術

創
造
の
場
に
な
る
こ
と
必
至

で
す
。

　

悲
し
い
こ
と
で
す
が
、近

年
、演
劇
人
の
訃
報
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。演
出
家
の
木
村

繁
さ
ん（
23
年
11
月
・
75
歳
）、

俳
優
の
天
野
鎮
雄
さ
ん
（
同

11
月
・
87
歳
）、俳
優
で
舞
踊

家
の
西
川
好
弥
さ
ん
（
24
年

４
月
・
83
歳
）、俳
優
の
山
田

昌
さ
ん
（
同
６
月
・
94
歳
）、

演
出
家
の
天
野
天
街
さ
ん

（
同
７
月
・
64
歳
）、劇
団
主

宰
の
松
本
喜
臣
さ
ん
（
同
11

月
・
83
歳
）、そ
し
て
演
出
家

の
齋
藤
敏
明
さ
ん（
同
11
月
・

64
歳
）…
。皆
さ
ん
の
生
前
の

演
劇
人
の
訃
報
相
次
ぐ

主
宰
。当
地
の
邦
楽
文
化
を

リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。峰
山

さ
ん
の
人
間
国
宝
認
定
は
、

多
く
の
お
弟
子
さ
ん
に
と
っ

て
、ま
た
地
域
の
関
係
者
に

と
っ
て
も
大
き
な
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

劇
場
不
足
を
嘆
く
当
地

の
舞
台
人
に
朗
報
。23
年
４

月
、千
種
の
広
小
路
通
り
沿
い

千
種
に
シ
ア
タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ

　

22
年
、ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
み
ま
し
た
。名
古

屋
在
住
の
尺
八
奏
者
・
野
村

峰
山
さ
ん
が
、東
海
地
区
の

芸
能
部
門
で
は
初
の
人
間
国

宝
（
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
）に
認
定
さ
れ
た
の
で
す

＝
写
真
❻
。峰
山
さ
ん
は
妻
・

野
村
祐
子
さ
ん
（
筝
曲
奏

者
）と
と
も
に
「
正
絃
社
」を

峰
山
さ
ん
人
間
国
宝
に

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
開
始
し

ま
し
た
。日
本
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
は
、バ
レ
エ
や
音
楽
分

野
で
の
結
び
付
き
が
強
く
、

多
く
の
関
係
者
が
大
き
な
衝

撃
、影
響
を
受
け
ま
し
た
。

「
平
和
で
な
け
れ
ば
芸
術
文

化
は
育
た
な
い
」。一
日
も
早

い
休
戦
、終
戦
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　

22
年
４
月
号
の
タ
イ
ト
ル

の
配
色
が
、代
わ
っ
た
こ
と

に
お
気
づ
き
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。上
半
分
が
ブ
ル
ー
、下

半
分
が
イ
エ
ロ
ー
。ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
国
旗
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
で
し
た
＝
写
真
❺
。

同
年
２
月
、ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を

写真❺＝22年4月　161号

写真❻＝22年9月　166号

写真❼＝23年1月　170号

写真❽＝24年9月　190号
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交
響
曲
で
知
ら
れ
る
シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
だ
が
、器
楽

の
ソ
ロ
、歌
曲
、室
内
楽
な
ど

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
多
く

の
作
品
を
残
し
た
。映
画
音
楽

や
ジ
ャ
ズ
ま
で
、多
彩
な
作
品

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

冒
頭
と
最
後
に
声
楽
の
５

人
が
登
場
。難
曲
に
も
高
レ
ベ

　

ピ
ア
ノ
が
７
人
、声
楽
が
５

人
、ほ
か
チ
ェ
ロ
、ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、フ
ル
ー
ト
、解
説
を
含

め
、出
演
者
は
総
勢
16
人
。３

時
間
に
及
ぶ
長
丁
場
だ
っ
た

が
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

構
成
で
飽
き
さ
せ
な
い
。

傑
作
だ
っ
た「
追
想
の
情
景
か
ら
」

　

愛
知
ロ
シ
ア
音
楽
研
究
会

の
第
16
回
は「
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
没
後
50
年
」（
５
月
23

日
・
電
気
文
化
会
館
）。

ロ
シ
ア
音
楽
研
究
会

も
よ
く
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

三
重
奏
を
聴
か
せ
た
。

　

昼
間
の
１
時
間
ほ
ど
の
コ

「
第
１
番
」と
さ
ま
ざ
ま
だ
。

ル
の
演
奏
が
続
い
た
。印
象
に

残
っ
た
の
は
「
格
言
集
」の
五

島
史
誉
、「
チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ
」の

野
村
友
紀
と
松
下
寛
子
、「
ス

ペ
イ
ン
の
歌
」の
木
村
洋
子

と
筧
聰
子
、「
24
の
前
奏
曲
と

フ
ー
ガ
」の
武
内
俊
之
、「
ヴ
ィ

オ
ラ
ソ
ナ
タ
」の
江
頭
摩
耶

ら
。

リ
ュ
ー
ト 

中
川
祥
治

　

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
主
流
楽

器
、リ
ュ
ー
ト
の
ベ
テ
ラ
ン

中
川
祥
治
の
リ
サ
イ
タ
ル

（
５
月
18
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
ホ
ー
ル
）を
久
し
ぶ
り
に

聴
い
た
。

　
「
ト
短
調
の
調
べ
が
紡
ぐ

物
語
」の
タ
イ
ト
ル
。さ
て
ト

短
調
と
は
？　

チ
ラ
シ
に
は

「
暗
さ
と
明
る
さ
を
備
え
た
」

と
あ
る
。調
べ
る
と
「
落
ち

着
き
、厳
粛
さ
」「
澄
み
切
っ

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
、そ
ん

な
要
素
が
味
わ
え
た
。シ
ン

プ
ル
な
リ
ュ
ー
ト
一
本
で
、

豊
か
な
表
現
が
で
き
る
こ
と

に
、あ
ら
た
め
て
魅
力
を
感

じ
た
。

　

よ
り
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、四
日
市
在
住
の
太
田
伊

都
子
に
委
嘱
し
た
「
追
想
の

情
景
か
ら
」。か
つ
て
見
た
光

景
を
４
楽
章
に
ま
と
め
た
作

品
で
、リ
ュ
ー
ト
音
楽
を
現

代
に
見
事
に
調
和
さ
せ
た
傑

作
と
言
え
る
。

ン
サ
ー
ト
だ
が
、ず
っ
し
り
と

聴
き
ご
た
え
は
十
分
。タ
イ
ト

ル
通
り
、ピ
ア
ノ
三
重
奏
の
魅

力
が
楽
し
め
た
。

16
人
、難
曲
も
高
レ
ベル
の
演
奏
で

多
彩
な
選
曲
、確
か
な
演
奏
技
術
も

Ｅ
ｎ
ｊ
Ｏ
ｙ
！
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

　

軽
快
な
ハ
イ

ド
ン
、民
族
的

な
ス
メ
タ
ナ
と

ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
、重
厚
な
ブ

ラ
ー
ム
ス
と
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
選
曲

が
い
い
。

　

３
人
と
も
演

奏
経
験
が
豊
富

な
中
堅
で
安
定

感
が
あ
っ
た
。

音
量
、音
色
と

　

ピ
ア
ノ
丸
山
晶
子
、ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
中
川
香
、チ
ェ
ロ

山
際
奈
津
香
に
よ
る
「
Ｅ
ｎ

ｊ
Ｏ
ｙ
！
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
」

（
５
月
12
日
・
宗
次
ホ
ー
ル
）。

　

冒
頭
の
エ
ル
ガ
ー
「
愛
の

挨
拶
」な
ど
小
品
も
あ
っ
た

が
、ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
の
名
作

を
４
曲（
一
部
の
楽
章
の
み
）。

ハ
イ
ド
ン
「
第
39
番
・
ジ
プ

シ
ー
」、ス
メ
タ
ナ「
作
品
15
」、

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
第
４
番
・

ド
ゥ
ム
キ
ー
」、ブ
ラ
ー
ム
ス

た
哀
愁
」な
ど
。

　

17
世
紀
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
活
躍
し
た

リ
ュ
リ
、デ
ュ

フ
ォ
ー
、ゴ
ー

テ
ィ
エ
、ビ
ッ

ト
ナ
ー
な
ど
、
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小
さ
な
ホ
ー
ル
で
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
人

気
だ
。

　

一
般
的
に
、客
席
が
３
０

０
～
４
０
０
以
下
を
小
ホ
ー

ル
と
呼
ん
で
い
る
が
、よ
り

小
規
模
の
40
～
50
人
の
客
を

対
象
に
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
、こ
の
と
こ
ろ
増
え
て

き
た
。

　

好
例
が
、愛
知
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
地
下
の
リ
ハ
ー
サ

ル
室
で
毎
月
末
に
開

い
て
い
る
「
寄
席
コ

ン
」。さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
４
組
が

45
分
ず
つ
演
奏
。低

料
金
で
常
連
客
も
結

構
い
る
よ
う
だ
。

　

客
席
が
少
な
い

分
、主
催
者
、出
演
者

の
チ
ケ
ッ
ト
負
担
が

軽
く
、気
軽
に
で
き

る
。奏
者
と
客
が
近

く
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
親
し
み
や
す
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

春
日
井
市
の
「
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
・
ア
ン
プ
ロ
ン
プ
チ
ュ
」

は
、
優
雅
な
サ
ロ
ン
風
の

雰
囲
気
が
味
わ
え
、リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

武
本
京
子
が
、名
古
屋
市
緑

区
の
自
宅
を
改
装
し
た
「
ド

リ
ー
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ホ
ー
ル
」。音
響
に
こ
だ
わ

り
、お
し
ゃ
れ
で
心
地
よ
く

音
楽
が
楽
し
め
る
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
ホ
ー
ル
が

好
ま
れ
る
時
代
な
の
か
も
し

れ
な
い
。　　
　

 

（
上
原
宏
）

持
っ
た
。そ
れ
で
も
ド
ラ
マ

が
混
迷
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
は
、重
ね
た
稽
古
と
演

出
の
成
果
で
あ
る
。

　

犯
人
の
黒
蜥
蜴
を
演
じ
た

の
は
主
宰
の
杉
山
千
穂
。繊

細
な
情
感
を
言
葉
に
乗
せ
、

寸
分
狂
わ
ぬ
間
（
ま
）で
語

り
上
げ
た
。終
盤
に
は
明
智

へ
の
憧
れ
や
恋
心
も
露
わ
に

し
、ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
を
描
き
上
げ
た
。

　

進
行
と
と
も
に
変
化
す
る

６
人
の
立
ち
位
置
、い
か
に
も

昭
和
を
感
じ
さ
せ
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。

古
き
良
き
時
代
の
名
作
を
朗

読
劇
と
し
て
再
生
さ
せ
る「
こ

と
の
葉
」。中
高
年
に
は
懐
か

し
く
う
れ
し
い
公
演
だ
っ
た
。

県芸術文化選奨を受賞した衣斐愛

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
名
東
区
芸

術
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
、名
古

屋
よ
い
と
こ
隊
、名
古
屋
芸

大
学
生
ら
に
よ
る
「
名
古
屋

よ
い
と
こ
節
」（
作
詞
、作
曲
・

ま
ぼ
ろ
ば
遊
、振
付
・
西
川

長
秀
）で
賑
々
し
く
幕
を
閉

じ
た
。

き
語
り
）と「
宝
船
」を
踊
り
、

ト
リ
に
は
父
・
長
寿
が
作
舞

し
た
「
江
戸
み
や
げ
」を
23

年
振
り
に
上
演
し
た
。傾
城
、

座
頭
、弁
慶
な
ど
７
役
を
、そ

れ
ぞ
れ
の
面
を
着
け
て
舞
い

分
け
る
コ
ミ
カ
ル
な
舞
踊
で

あ
る
。

能
楽
堂
で
第
10
回
「
逢
（
あ

い
）の
会
」を
催
す
。

　
「
幅
広
い
世
代
に
、
能

を
楽
し
く
」を
テ
ー
マ
に

２
０
１
６
年
か
ら
継
続
。節

目
の
今
回
は
文
化
選
奨
受
賞

記
念
公
演
に
な
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
１
部
は

「
蜘
蛛
の
巣
投
げ
」の
体
験
会

や
、紙
芝
居
を
使
っ
た
上
演

作
品
の
解
説
、狂
言
「
犬
山

伏
」（
シ
テ
・
野
村
又
三
郎
）、

能「
舎
利
」（
シ
テ
・
衣
斐
愛
）。

　

第
２
部
は
仕
舞
「
井
筒
」

（
宝
生
和
英
）、能
「
乱
～
膝

行
」（
シ
テ
・
衣
斐
愛
）。

　

全
自
由
席
、第
１
部
５
０

０
０
円
（
学
生
半
額
）、第
２

部
３
０
０
０
円
（
同
）。℡
０

５
２
（
８
８
９
）３
４
３
０
。

河田園子演出の「冬物語」

西川長秀と京都嶋原葵太夫

親しみやすいシェイクスピア実現

　

回
り
く
ど
い
大
量
の
せ
り

ふ
、
入
り
組
ん
だ
ド
ラ
マ
展

開
に
う
ん
ざ
り
す
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
演
出
家
、
俳
優
に

と
っ
て
は
バ
イ
ブ
ル
で
、
幾

度
も
幾
度
も
再
演
さ
れ
る
の

が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
芝
居

で
あ
る
。
俳
優
館
が
上
演
し

た
「
冬
物
語
」（
５
月
29
日
～

６
月
１
日
・
栄
能
楽
堂
）
は
、

私
が
こ
れ
ま
で
に
見
た
多
く

の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の

中
で
、
最
も
面
白
い
芝
居
の

一
つ
に
な
っ
た
。

　

俳
優
館
は
２
０
２
２
年
に

も
、
栄
能
楽
堂
で
「
マ
ク
ベ

ス
夫
人
」
を
上
演
し
て
い
る
。

能
楽
師
、
狂
言
師
を
交
え
て

の
話
題
作
で
は
あ
っ
た
が
、

芳
し
い
出
来
で
は
な
か
っ
た
。

今
作
は
何
よ
り
河
田
園
子
の

俳
優
館「
冬
物
語
」

演
出
が
優
れ
て
い
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
「
親
し
み
や
す
い

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
目
指
し

た
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
通

り
だ
っ
た
。

　
「
親
し
み
や
す
い
」
と
感

じ
た
の
は
、
日
本
人
の
人
情

に
訴
え
か
け
る
演
出
が
成
さ

れ
て
い
た
か
ら
だ
。
役
名
は

カ
タ
カ
ナ
で
も
、
せ
り
ふ
回

し
や
表
現
は
、
ま
っ
た
く
違

和
感
の
な
い
日
本
の
芝
居

だ
っ
た
。
狂
乱
の
若
き
王
を

演
じ
た
加
藤
謙
太
郎
、
成
熟

し
た
王
を
颯
爽
と
演
じ
た
鹿

島
俊
裕
、
ユ
ニ
ー
ク
な
立
ち

居
振
る
舞
い
で
舞
台
を
和

ま
せ
た
岩
井
利
和
ら
、
17

人
の
出
演
者
た
ち
も
楽
し

く
演
じ
ら
れ
た
に
違
い
な

い
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
だ

け
に
、
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
（
振

付
・
ほ
り
み
か
）
も
申
し
分

な
か
っ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
「
遊
」の

通
り
、出
演
者
と
観
客
が
大

い
に
公
演
を
楽
し
ん
だ
。西

川
長
秀
が
主
宰
す
る
「
長
寿

乃
會
」（
５
月
24
日
・
ビ
レ
ッ

ジ
ホ
ー
ル
）で
あ
る
。

　

西
川
流
の
中
核
と
し
て
家

元
を
補
佐
す
る
傍
ら
、日
舞

以
外
の
芸
能
文
化
に
も
広
く

交
流
を
深
め
て
い
る
長
秀
。

今
回
は
京
都
嶋
原
の
葵
太

夫
、篠
笛
奏
者
の
四
恩
緋
、宝

塚
歌
劇
団
出
身
の
ま
ぼ
ろ
ば

遊
、松
井
健
斗
（
徳
川
宗
春

ロ
マ
ン
隊
）ら
を
迎
え
、「
京

都
嶋
原
太
夫
道
中
」ほ
か
ユ

ニ
ー
ク
な
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り

広
げ
た
。

　

本
筋
の
舞
踊
に
も
、な
か

な
か
の
秀
作
が
並
ん
だ
。陣

内
恵
子
は
、初
舞
台
と
な
る

「
東
都
獅
子
」で
大
き
な
将
来

性
を
感
じ
さ
せ
、西
川
長
は

つ
花
の
「
老
松
」に
は
深
い

味
わ
い
が
あ
っ
た
。西
川
茂

と
紗
（
も
と
さ
）の
「
河
」

（
作
舞
・
西
川
鯉
三
郎
）に
は

優
れ
た
技
量
と
力
感
が
あ
ふ

れ
た
。幾
度
も
名
人
・
鯉
三

郎
の
舞
い
姿
が
茂
と
紗
と
重

な
っ
た
。

　

長
秀
は
葵
太
夫
（
琵
琶
弾

西
川
長
秀
「
長
寿
の
会
」

観
客
と
出
演
者
、双
方
が
楽
し
ん
だ

　

朗
読
の
会
「
こ
と
の
葉
」

が
、江
戸
川
乱
歩
の
「
黒
蜥

蜴
」（
５
月
25
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
）を
上
演
し
た
。

名
探
偵
・
明
智
小
五
郎
が
怪

奇
な
謎
を
解
く
昭
和
の
人
気

ド
ラ
マ
で
、「
こ
と
の
葉
」で

は
２
０
１
７
年
以
来
の
再
演

に
な
る
。

　

明
智
小
五
郎
と
言
え
ば
、

名
古
屋
市
出
身
の
二
枚
目
俳

優
・
天
知
茂
（
１
９
３
１
～

85
年
）で
あ
る
。何
者
を
も
恐

れ
ず
、悠
々
と
し
た
立
ち
居

振
る
舞
い
で
悪
党
と
対
峙
す

る
明
智
は
、ま
さ
に
天
知
の

こ
と
の
葉
「
黒
蜥
蜴
」

昭
和
の
名
作
を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に

当
た
り
役
だ
っ

た
。

　
「
こ
と
の
葉
」

で
明
智
を
演
じ

た
の
は
小
柄
な

鈴
木
麻
樹
子
。

意
外
だ
っ
た

が
、凛
々
し
く

強
い
鈴
木
の
口

舌
に
、な
る
ほ

ど
適
役
だ
と
納

得
し
た
。６
人

の
出
演
者
が
そ

れ
ぞ
れ
２
役
、

３
役
を
受
け

　朗読の会「ことの葉」の「黒蜥蜴」

　

こ
の
春
、愛
知
県
芸
術
文

化
選
奨
新
人
賞
を
受
賞
し
た

能
楽
師
・
衣
斐
（
い
び
）愛

が
７
月
27
日
（
①
午
後
２
時

30
分
、②
午
後
５
時
）名
古
屋

　

ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
の

名
曲
を
、演
奏
と
朗
読
、ダ
ン

ス
を
交
え
て
構
成
。２
年
前

能楽師・衣斐愛
７月27日 名古屋能楽堂で
県芸術文化選奨受賞記念
第10回「逢の会」開催

「
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
マ
リ
ア
」

に
初
演
さ
れ
大
好
評
を
博
し

た
「
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の

マ
リ
ア
」が
７
月
25
日
（
午

後
６
時
30
分
）26
日
（
午
後

３
時
）Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー

ル
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
上
演

さ
れ
る
。塚
本
伸
彦
、寺
田
史

人
、水
野
慎
太
郎
、ほ
か
当
地

を
代
表
す
る
名
手
た
ち
が
、

渾
身
の
演
奏
で
濃
密
な
ピ
ア

ソ
ラ
の
世
界
観
を
描
き
上
げ

る
。全
自
由
席
４
０
０
０
（
当

日
４
５
０
０
）円
、大
学
生
以

下
２
５
０
０
円
。℡
０
５
２

（
９
３
５
）１
６
３
０
。



永
見
隆
幸
＆
メ
リ
ー
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の

名
古
屋
に
お
け
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
第
二
弾
！

昨
年
の
愛
知
県
芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

響
宴
』大
好
評
を
受
け
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

初
演
で
の
聴
衆
の
熱
狂
が
伝

え
ら
れ
る
演
奏
会
用
行
進
曲

『
ス
ラ
ヴ
行
進
曲
』、チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
自
身
が
バ
レ
エ

音
楽
か
ら
編
集
し
た
色
彩
豊

か
な『
く
る
み
割
人
形
組

曲
』、日
本
で
は
滅
多
に
上
演

さ
れ
る
事
の
な
い
オ
ペ
ラ

『
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
』よ
り
ア

リ
ア
、メ
イ
ン
に『
交
響
曲
第

４
番
』、ア
ン
コ
ー
ル
に
ボ
ロ

デ
ィ
ン
の
ダ
ッ
タ
ン
人
と
、

盛
沢
山
の
充
実
し
た
内
容
。

メ
リ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
ら
し

く
、バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ・ア
リ

ア
な
ど
、舞
台
の
テ
イ
ス
ト

を
ち
ょ
っ
ぴ
り
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

秋
山
和
慶
指
導
の
下
で
着
実

に
実
力
を
蓄
え
、昨
年
、日
本

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
の
正
会

員
に
昇
格
、益
々
充
実
し
た

演
奏
を
聴
か
せ
る
中
部
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
。

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
平

光
真
彌
、ソ
プ
ラ
ノ・ソ
リ
ス

ト
に
奥
村
育
子
を
迎
え
た

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

メ
リ
ー・ア
ー
テ
ィ
ス
ツ・カ

ン
パ
ニ
ー
永
見
隆
幸
芸
術
監

督
の
指
揮
が
、皆
様
を
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
魅
惑
の
世
界

へ
お
連
れ
致
し
ま
す
。ど
う

ぞ
、お
楽
し
み
に
！

骨
の
髄
ま
で
シ
ビ
れ
る
、心

打
た
れ
身
体
中
が
ゾ
ク
ゾ
ク

す
る
、丹
田
に
ガ
ン
と
来
る
、

心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
体
が
熱
く

な
る
、感
動
し
て
鳥
肌
が
立

つ
、な
ど
と
、定
評
が
あ
る

永
見
隆
幸
の
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
。乞
う
御
期
待
。

モーツアルトの響宴 リハーサル 2024 愛知県芸術劇場大ホール

TCH A I KOVSKY

NAGAMI Takayuki & Merry Artists Company

令和七年公演

指揮　公演芸術監督

オーケストラ

コンサートマスター

ソプラノ & MC

ダンサー

永見隆幸

中部フィルハーモニー交響楽団

平光真彌

奥村育子

メリー・ファンタスティック・ダンサーズ

永見隆幸&メリー・アーティスツ・カンパニー

前 売 当 日 共   3 , 0 0 0円　自由席

プログラム

永見隆幸&メリー・アーティスツ・カンパニーの名古屋における
クラシックコンサート第二弾！！ 19世紀後半に活躍したチャイコフ
スキーに焦点を当てお贈りします。
誰もが耳にする豊かなメロディを生出したチャイコフスキーは、
六つの交響曲と 三大バレエ『くるみ割人形』『白鳥の湖』『眠りの
森の美女』の作曲家として知られています。
日本有数の愛知県芸術劇場コンサートホールで、近年益々充実と
評価の高い中部フィルハーモニー交響楽団の素晴らしい演奏を
お楽しみください。

協力　スマイル・ミュージカル・アカデミーSMA　芸術文化振興機構アーツ・アクティヴェイター　NG出版　マネージメント・プロ　

後援　FM AICHI

主催　永見隆幸&メリー・アーティスツ・カンパニー　　制作　ザ・ディライトフル・カンパニー

響 宴
チャイコフスキー

の

『スラヴ行進曲』 『くるみ割人形組曲』
歌劇『スペードの女王』 より 「この涙は何処から」

『交響曲　第 4 番』 
（Enco re :  ボロディン 『イーゴリ公』 より ダッタン人の踊り）

月・祝

2025.

7.21
愛知県芸術劇場 コンサートホール

愛知芸術文化センター４階

13：30開演　13時開場

大自然より湧出づるチャイコフスキーの魂大自然より湧出づるチャイコフスキーの魂

前売当日共
3,000円（自由席）

☎ 052-972-0430
チケット／チケット取扱

未就幼児入場不可

芸文プレイガイド
（平日／10：00~19：00　土・日・祝／10：00~18：00）
※月曜定休（月が祝日の場合は翌日）
カンフェティチケットセンター
販売用URL
http://confetti-web.com/@/merry-classic2

永
見
隆
幸
が
指
揮
す
る

中
部
フ
ィ
ル
交
響
楽
団

永
見
隆
幸
の

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー


